　原告は、沖縄戦・渡嘉敷島（とかしき）の元戦隊長、赤松嘉次郎氏の弟・秀一氏と、同座間味（ざまみ）島元戦隊長の梅澤裕氏。
　両氏は、ノーベル賞作家・大江健三郎さん（７３）の著書『沖縄ノート』で、住民に自決命令を発したと書かれて名誉を傷つけられたとして、大江さんと出版元・岩波書店を訴えました。

　３月２８日、大阪地裁が出した判決はこうです。

――体験談の多くが、日本軍兵士から米軍に捕まりそうになった場合には自決を促され、その手段として手榴弾（しゅりゅうだん）を渡されたことを示している。

――赤松氏の部下が「おそらく戦隊長の了解なしに勝手に（手榴弾を）やるようなばかな兵隊はいなかった」と証言している。
――日本軍がいなかった渡嘉敷村の前島では集団自決はなかった。

​――このように考えると日本軍が深くかかわったと認めるのが相当だ。

　判決は原告の兄、赤松嘉次郎しについて、住民を「集団自決」の”玉砕場“に集める命令を出したことや、米軍の捕虜になった少年２人や投降勧告に来た男女６人を処刑していたことを指摘しました。

　同氏が「住民が捕虜となり、日本軍の情報が漏洩することを恐れて自決命令を発したことが容易に理解できる」とも言及しました。

「集団自決」生存者の吉川嘉勝さん（６９）＝渡嘉敷村教育委員会委員長＝は、「判決が『集団自決』体験者の証言を受けとめてくれたのは大変うれしい。文科省は反省して、ただちに検定意見を撤回すべきです」と話しています。
